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議      長  休憩を解いて再開いたします。              （10時00分） 

 受付番号第２号、田代実君の一般質問を許します。登壇願います。 

２ 番 田  代  議長のお許しをいただきましたので、一般質問をさせていただきます。受付

番号第２号、質問議員第２番 田代実。件名、ふるさと納税返礼品『松田ミカ

ン』の推進体制は！  

 要旨、平成27年度決算のふるさと納税（寄附金）は7,920万5,000円（4,783

件）で、歳入が伸び悩む中で新たな財源を確保できたことはすばらしいことで、

翌年度以降も一過性のものとせず、恒常的な財源とする努力が必要です。 

 返礼品のうち、ミカンは1,896件、525万6,000円、金額で6.6％、件数では4

0％を占めています。１件につき10キロ箱で、１万8,960キログラムのミカンが

全国に発送されました。しかしながら、この発送されたミカンの1,632件が、

率で言いますと86％、そのミカンはＪＡの南足柄選果場に委託した足柄産のミ

カンで、わずか264件（14％）が松田みかんオーナー組合からの発送です。 

 ふるさと納税返礼品のミカンを農業の活性化のためにも、全て松田産とする

必要があります。これまでの農家に対する取り組みと今後の松田ミカンの推進

体制についてお伺いいたします。以上です。 

町      長  それでは、田代議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

 ふるさと納税の仕組みは、議員の皆様御承知のとおり、本来は松田町にゆか

りのある方やふるさと松田を応援したいという方からの寄附の制度として発足

しておりますが、ふるさと納税の認知度が高まるにつれて、自治体体制も豪華

な返礼品で寄附金獲得を競うようになってきている状況でございます。逆に、

自治体側から見れば、臨時的な一般財源として現金が入ることから、ふるさと

納税が貴重な収入源であり、新たな財源としての意味を持ちつつありますが、

あって当然というような形で、恒久的で安定的な財源としての認識では町の財

政運営に支障を来すことも考えられますので、一喜一憂をしないよう今後も取

り組んでまいりたいというふうに思っております。 

 一方で、町民の方の中にも、ほかの市町村に寄附する方もおります。また、

そういうことで町の税収が減ること、また町の農産物の生産量の増加や新たな

産業振興という可能性も秘めておる側面もございますので、今後この制度があ
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る以上、町の損失につながらないようには努めてまいりたいというふうに考え

ております。 

 さて、返礼品についてミカンを松田産にする可能性について、これまでの農

家の皆さん方に対する取り組みについてでございますが、ふるさと納税の受付

に際し、全国に対して発信する体制は昨年７月よりインターネットのページを

通じて可能となりました。それに呼びかけする形で、全国からの申し込みがあ

り、8,000万円近い寄附が集まったという結果になったわけでございます。本

年度は11月末現在では、昨年度に比べまして約450万ほどふえているというこ

とでもございます。 

 一方で、返礼品の提供者や生産者の方にお願いするのは、膨大な寄附の件数

になった場合でも、速やかに対応していただく安定供給体制の確保と発送まで

の一連の作業となっております。昨年、インターネットによる受付体制を開始

するに当たり、その部分が危惧をされていたとこでございました。多数の申し

込みを見込んでいた足柄牛については、調達先が企業でございましたので対応

も可能であると想定しておりました。ミカンに関しましては、あらかじめ個別

にお声をかけさせていただいた生産者の方もいらっしゃったのですが、一生産

者様にお願いをした場合に、残念ながら短期間に多数の箱詰め並びに発送体制

を整えなければならないということを理由にお断りされ、一方で、取りまとめ

等の事務を町が担うということはやはり困難であるということもありましたの

で、そういった複数の生産者の取りまとめ対応が可能なみかんオーナー組合様

にお願いをしたところでございます。 

 しかしながら、全国の寄附に対し予測の甘さもあったこともあり、在庫が底

をつき、急遽ＪＡ様にお願いをした経緯があります。独自のルートで販売をし、

事業展開をされている生産者の皆様もいらっしゃると思いますが、多数のミカ

ン生産者様は集荷後、選果場まで持っていくまでが役割で、そこから先は別の

事業者が対応するという形をとっているケースが多かろうというふうに推測を

しております。そういった生産者様に、町のふるさと納税の取り組みに賛同い

ただき、ミカンの提供のお願いをし、ふるさと納税の寄附額を伸ばし、同時に

生産者様の収入をふやすことが理想であるというふうにも考えております。し
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かしながら、現在の状況では、ＪＡさんを通さずに返礼品のミカンを全て松田

産にするには、個々の生産者様が御自身の責任において発送までの一連の手続

を担っていただくか、経費をかけてどこかに委託をするかということになりま

す。ふるさと納税の件につきましても、昨年12月議会の中で田代議員から御質

問をいただき、観光経済課長から答弁をさせていただいておりますが、その後、

中部地区柑橘運営委員会様とミカンの確保・発送等についてお話をさせていた

だいたとこでございますが、残念ながら、人員等の関係で非常に難しいという

ことと聞いております。埼玉県のとある市では、ナシ農家さんごとにふるさと

納税の受付窓口を設けて、それぞれ発送事務までを行い、我がナシが一番おい

しいというふうな格好で競い合いをされている生産者もいらっしゃると伺って

おります。できるならば、松田町も同様になっていただければというふうに期

待をしているところでもございます。現在のシステムでもそういった受付方法

は可能ですし、町では特産品開発費補助制度やブランド認定事業等を進めてお

りますので、行政ができる可能な支援を今後も継続し、そのような取り組みに

賛同いただける方をＪＡ様、また独自のルートにて探してまいりたいというふ

うにも考えているとこでございます。その際には、手続や発送手順について御

説明させていただく準備はできております。また、試験的な取り組みでござい

ますが、ＪＡ様に取りまとめをお願いし、松田町のミカン生産者様限定で手詰

めのミカンのコースも準備しており、近日中には受付が開始されるということ

を聞いております。これは、実際に生産者様が手で箱詰めしたミカンを御用意

いただくもので、おのずと品質のよいミカンが寄附者のお手元に届き、リピー

ターになっていただくことを期待しているものでございます。 

 今後は、松田産のミカンのブランド化を図り、ブランドマークを統一し、イ

メージに大切なネーミングを募集し、売れるパッケージを開発する。そして、

先ほど申し上げましたとおり、ＪＡ様や個人の方々と町が一緒になって、うま

く組織化ができるような体制を研究しながら、松田産ミカンの数を確保し、全

て松田産ミカンに切りかえ、全国的にも松田町のミカンをＰＲしていきたいと

も考えております。 

 なお、ふるさと納税につきましては、12月12日より、ようやくでございます
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が楽天のふるさと納税コーナーからも申し込みができるようになり、また、ふ

るさとチョイスも現在調整を進めているとこでもございます。多くの窓口をつ

くることで、一人でも多くの方に松田町を知っていただき、ふるさと納税につ

ながればというふうに考えております。また、ミカン以外にも返礼品に加える

ことについて職員も知恵を絞っておりますが、議員の皆様方にもぜひよいアイ

デアがあれば御提供いただければというふうに思っておりますので、今後とも

よろしくお願いを申し上げたいと思います。以上でございます。 

２ 番 田  代  前向きな答弁ありがとうございます。若干の疑問点もありますので、何点か

質問させていただきます。 

 まず初めに、ふるさと納税、これについて8,000万実際あったわけです。こ

れについて、今町長の答弁の中で、恒久的でない、一過性のものだというふう

なお話ありましたけれども、やはり町民税が今減少している中で、やはり大切

にこのふるさと納税を扱いながら、なおかつミカンに関しては産業振興という

面から取り組んでいくすごいいいきっかけだと思います。そのような中で、8,

000万あるんですけど、前に政策推進課長のお話で５割弱が経費で飛んでると

いうことで、実際に4,000万少々あると思うんですけど、これ個人町民税、こ

れに例えると何人分ぐらいの金額なのかね、その辺ちょっとお聞かせください。 

税 務 課 長  ただいまの田代議員の質問にお答えいたします。 

 大体4,000万といいますと、今、今年度の住民税、個人ですと均等割、所得

割を足しますと、大体平均で10万6,500円になります。4,000万ていうことです

ので、割り返すとですね、大体375名程度の対象となろうかと思われます。以

上です。 

２ 番 田  代  どうもありがとうございます。375名分の要するに町民がふえたっていうふ

うな解釈もとれるのかなと。税収増ということが考えられると思います。一方

で、また外に、松田からほかのところにふるさと納税使う方もあると思うんで、

それ相殺すると前回の話だと減にはなってないよということなんで、そういう

こともありますのでね、これは一過性のものだ、来たら返せばいいんだではな

くて、本当に前向きに取り組んでいただくものなのかなというふうに感じます。 

 まず１点目の質問の中で、これまでの農家に対する取り組み、これについて
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去年の12月に、ふるさと納税返礼品の額がふえたんで補正されたときに、私も

質問させてもらいました。また、ほかの議員も質問させていただいた中で、や

はり松田のミカンをＪＡの足柄産のミカンではなくて、松田のミカンをとにか

く努力して送るようにということで、１年間あるんでお願いしたいということ

で、私自身も農協の組合員で、６月の13日に松田支店でＪＡの事業説明会があ

りました。そのときに、このふるさと返礼品の中で、町が積極的に推進するん

で松田独自のミカンの、要するに返礼品について農協でも力を貸してください

よと、そういうお願いをさせていただきました。その後、どうなってるのかな

ということで、この一般質問の前に勉強ということで、農協のほうに伺わせて

いただきました。12月の１日、担当が開成の事業所ですね、経済センターです

か、そちらのほうでこれは全部全面的にやってくれてると。７月に中部地区、

松田・開成・大井の柑橘運営委員会で、松田のやはり農家の方から、こういっ

たふるさと返礼品のミカンの活用について提案をされて、ＪＡのほうでも前向

きに検討して、役員会を開いて、じゃあ松田のミカンをやろうというふうに動

いてくれたそうです。その結果、この10月下旬に松田の柑橘運営委員会の委員

長さんの名前で、農家にこう声をかけて、11月の４日に締め切ったそうです。

その結果、６名で360ケース。ことしは５キロ箱なんですけれども、360箱です

ね。トン数にすると1,800キロの応募があったということで、本当に町長が言

われるように、スピーディーにこの１年間で対応していただいたことにまず感

謝申し上げます。 

 ただ、１点ちょっと疑問に思いますのが、去年がオーナー制組合で全体の1

4％なんですよね。発送した件数のうち、14％がオーナー制組合で、そのとき

の量が264ケース。このときは10キロだったんで、2,640キロあったんですよね。

ところが、今回1,800キロになってしまっている。この辺について、どういう

ことなのかなと。何か前向きに取り組んだんだけども、結果としてはちょっと

減っているような感じもするんですけれども、この辺についてちょっと回答を

お願いします。 

政 策 推 進 課 長  田代議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 ことし、たしかに柑橘の委員から６軒、360キロ、一応御提供いただいたとい
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うことです。昨年の結果ですけども、昨年12月にですね、１カ月間で約6,000万、

6,000万弱ですけども寄附がございました。ですから、オーナー制に関しても、

これからはちょっと少しふえていくのかと思います。ちょっと１月でしたら、数

字お答えできるかと思いますけど、ちょっとそれまでに少なかったんですけども、

12月だけで6,000万ということですので、まだまだこれからふえる需要はあると

いうふうに考えております。 

２ 番 田  代  今のお話を確認させていただきますと、私の伺ったのは今現在、それに対し

て課長さんの回答は12月末現在、この１カ月の差があるからふえていくんだと、

そういうことでよろしいですか。はい。 

 次にですね、ミカンが去年10キロの段ボールでやってたのが、今回５キロと。

単価が非常に何か高くなってよいようなことを聞いたんですけど、この辺につ

いて説明をお願いいたします。 

政 策 推 進 課 長  ことしの単価につきましても高いというふうにおっしゃられ……一応５キロ詰

めで農協さんに3,000円でお願いしております。ただ、先ほどの町長の答弁にご

ざいましたように、手詰めの作業をお願いするということと、試行的な部分もご

ざいますので金額設定をさせていただいたところでございます。今後も、これを

長く継続することを考えれば、今後ちょっと調整し見直しも考えていかなくちゃ

いけないのかなと考えております。以上です。 

２ 番 田  代  初めのスタートですからね、仕方ないのかなって感じしますけれども、これ

からのことを考えると、やはり単価設定すごい大事なんでね、内部でもう少し

協議されるのと、あとは関係者、いろんな関係機関あると思うんで、そういっ

たとこと調整して単価設定をしていただいて、これが末永くつながるように、

産業振興にもつながるようにぜひお願いしたいと。 

 次に、今後の松田ミカンの推進体制、２番目になりますけれども、このこと

について質問させていただきます。 

 町長のほうでも、今の形ですとＪＡにお願いしてやってくと。要するに初め

の一歩ですから、そういった感じでいいのかなと。ＪＡの人に話を聞きました

ところ、出荷する前に農家が手詰めをして、それで共選場に持っていくようで

す。それを農協で全部チェックして、ちゃんとした品質のものなのかと。要は、
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農協から指示があったのが、青島・大津ミカン、まずその品種がしっかりした

その品種であるか。それに対して、サイズがＬとＭ、これが１種類。もう一つ

がＬと２Ｌ、そういったものがしっかりした中で、品等も最上級の秀品か、秀

品になっているかと。その辺をチェックして、なおかつ農家の氏名、住所、電

話番号、そして農家の方の顔写真を入れて発送するということで、すごい万全

な体制でできたなというふうに感じてます。ただ残念だったのが、農協いわく

１月下旬に出すっていう。１月下旬に発送なんだと。いや、間違いでしょう、

12月ではないんですか。要するに、ミカンの需要ってやっぱり年内、こたつに

入って年末過ごすときに食べるミカンで、１月だともうちょっと時期おくれな

のかなと。そうしましたところ、やはり今回初めてなんで慎重を期したいとい

うふうなことで、１月、正月終わった以降発送というふうに、私が聞いたのは

12月１日なんですけども、この辺について先ほど12月に発送できるというふう

な形で、ちょっと話が食い違ってたんですけども、どういったことでしょうか。 

政 策 推 進 課 長  ちょっと私もその辺は懸念しまして、調整をさせていただきました。当初12月

16日が最終の発送ということでございましたけども、議員言われるように、何と

か年内に届けたいということで、12月28日までに発送できるように現在なってお

ります。ですから、多くの方には年内に届けられるというふうに思われます。以

上です。 

２ 番 田  代  早急な対応ありがとうございます。送られた人も本当にね、すごい喜ぶと思

います。やはり納税してから忘れたころ来るより、やっぱりタイミングってあ

るんで、そういったこと、これからもいいことですので、ぜひやっていただき

たいと思います。 

 次にこれからの推進体制なんですけれども、確かに今のような形でＪＡにお

願いするのもいいんですけれども、もう少しメード・イン・松田、松田の農家

の連合体みたいな、組合みたいな、協議会みたいなものをつくって、しっかり

できないのかなと。と申しますのは、今回６名の方が1,800キロのミカンに手

を挙げてくれたわけです。私、思い出すのがオーナー制。今、自立して立派に

やっております。平成９年に第１号のオーナー園が誕生して、20年近くたつん

ですけれども、このときの入りが町が音頭取りをしました。それとＪＡ、農業
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改良普及センターですか、改良普及員のいる県の組織なんですけど、その公的

機関が三位一体となって牽引した中で、オーナー制の園が育ってったと。入り

については段ボール、オーナー制で持ってく段ボールを町がデザインして、試

作でつくって、それからプレゼントしたと。それからは、翌年度からは、たし

か農家が自前で印刷するようになったというふうな記憶があります。それと、

あとは、じゃ１本の木でどのくらいなるのよと、この木は小さいから100キロ

だ、この木は大きいから200キロだと。そういう料金設定も、その３団体と農

家で、一軒一軒のオーナーの組合さんの園を確認しながら、値段設定をしたと。

苦情があれば町、農協が受けるよという中で、難産の結果生まれたんですけど

も、毎年毎年こう右肩上がりで伸びていって、15軒までなったそうです。今、

高齢の方が２軒やめて13軒らしいんですけれども、秋のオーナー制でもぎとり

以外にも、桜まつりでも御存じのようにテントを張りまして販売してるという

ことで、本当に立派に成長した組合であると思います。一方で、私は客商売は

嫌だよと、静かにやりたいよと。でも働いてるんで、いいミカンができるんで

売りたいよと。そういった農家があって、そういった農家もこの６軒の中に入

ってると思います。おもしろいもんで、初めは様子見てます。オーナー制も初

め、平成９年は１軒でした。ところが、うまくいって、ああいいな、いいない

いなでだんだんふえました。ですから、せっかくこの６軒あるんですから、こ

の６軒の方の農家を一つの核にして、もう少しふやしていく。それには、先ほ

どオーナー制の例で説明いたしましたけど、まず町が旗振り役になっていただ

いて、それで農協、普及センターですか、町が動けば普及センターも動いてく

れます。そういった中で、よいミカンをつくること、またこういった返礼品の

サービス、そういったものもあると思うんで、これからの、私は提案したいの

が、オーナー組合の設立と同じような形の中で、町が音頭取りになってそうい

った農家を育成する。そういったお考えについて、町のほうはどういうふうに

考えられるか。この件に関して、理事者のほうにお願いいたします。 

副   町   長  御提案ありがとうございます。平成９年当時、オーナー組合が発足スタート

するとき、たしか田代議員大分御担当されてたというふうな記憶がございます。

大変苦労されてたというようなのを、私は職員としてですね、見ておりました。 
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 今、御提案いただいた件でございます。これは、ふるさと納税の返礼品のた

めだけではないかと思います。これは、やはり昔、松田がですね、ミカンとし

て栄えた時期を私も小学生ながら記憶に残しております。このやはり復活とい

う部分、また産業の活性化という部分でもですね、まずはやはり販路の確立と

申しますか、そういう中でのですね、今回６名の方がスタートしていただいた

ということは、これ大変貴重なことかと思います。この辺はですね、ぜひ、こ

れをこの６名で終わりにならないように、またですね、今現在の農家の方、多

分御高齢の方だと思います。これがやはり代々続くような形もですね、築いて

いかなければならないのかなというふうに考えております。そういった中でで

すね、やはり町といたしましてもですね、この中に旗振り役というような形で

参加といいますかですね、町が先頭に立つ時期かなと、時かなというふうに考

えます。また、それがいつまでも町が旗振り役でもいけないと思います。これ

はやはりＪＡさんも御協力いただいた中でですね、やはり何年後かにはですね、

その組合というような組織をつくっていただいてですね、農家の方々にですね、

自主的に運営をしていただくといったのが理想的な形かなというふうに考えて

ます。 

 そういった中でですね、町がですね、目標を持った、何か期限もですね、含

めて目標を持った中で旗振り役というのを積極的にですね、進めていければと

いうふうな中で調査をしていきたい、研究をしていきたいというふうに考えて

ます。以上です。 

２ 番 田  代  前向きな回答ありがとうございます。少しその件について、もう少し私の持

論を述べさせていただきます。 

 先日の産業まつりのときに、農家のブースをのぞいたら、ある農家の方から

「田代君よ、ふるさと納税の返礼品、ほとんどが足柄ミカンだぞ。何で松田の

やってくんねえんだよ。」と強く言われました。それは去年のことで、ことし

は前向きに取り組んでますよということでお話ししました。そしたら、すごい

納得していただいて、やっぱりそういうふうに進めていかなけりゃいけないん

だねということで、翌々日ですかね、私のところにこういうチラシを持ってき

ていただきました。この方は、オーナー組合で実際オーナー迎えて、もぎとり
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やってるんですけど、それ以外にふるさと返礼品も去年27年の12月にお出しし

たということで、そのときに、このチラシを俺、入れてるんだよということで、

自分の独自のやっぱり売り込みで入れた人のうち、京都の方から、いや、うま

かったということで電話があって、その後に清見を送ったんだよと。やっぱり

喜んでくれたよと。その方いわく、みんなミカンだけじゃなくて、ミカンが暴

落した後にいろいろ苦しんだ中で、大津ミカン・青島ミカン、これについては

苗は町が当時無償配布して今日になっているわけなんですけれども、それ以外

に個人で清見、デコポン、この方もデコポン持ってられると言ってました。今、

最近だと湘南ゴールドですか、これあたりも皆さん持ってられる。意外にみん

な持ってるんだよと。これをメニューに入れてやってけば、つながるんだよと。

きっかけは、ふるさと納税だった。ところが、ふるさと納税、毎回毎回、町を

通してじゃなくて、僕たちはプライベート取引でもいいんだよと。営業努力が

あれば、お金になるんだよと。そうすると、農地を荒らさなくて、次につなが

ってく。そのような話がありました。 

 何を話したいかといいますと、組合を設立したときに、例えば返礼品組合な

のか、協議会なのかわかりませんけれども、そういったものを設立したときに、

こういったノウハウ、これがやはりオーナー組合のほうにあるし、あと町のほ

うでもやっぱりそれなりの専門職がいられますのでね、普及所でもＪＡでもそ

うです。そういったものをソフト力、ただ詰めて売るだけ、お金にするだけじ

ゃなくて、やっぱりソフト力のこういったものを一緒にセットで持ってければ

ありがたいということで思いますけど、その辺の取り組みはいかがでしょうか。

今後の思いについて。 

副   町   長  ありがとうございます。確かにですね、そのメニュー、メニューといいます

かね、品種というんですか、この辺をですね、広めることによって提供できる

期間もふえてくると思いますし、またそれをもとにですね、生産者の方もです

ね、その生産能力に向けてですね、向上を図れるのかなというふうにも感じま

す。また、町のほうといたしましてもですね、その辺のノウハウっていうのが

正直、職員の体制もですね、なかなかそういった部分では、昔はですね、農家

の息子さんですとか、いろいろ職員の中にもいたんですけども、最近やはりそ
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ういう職員も少なくなったというのは私の実感でございます。これは、ミカン

に限らずですね、寄地区のお茶もそうだと思います。この辺はやはり、町の組

織としましてもですね、そのような職員を育成していかなければならない部分

もあるのかなということも考えられると思います。ですから、この辺はですね、

農家さんにも、逆にですね、職員の教えをいただく。例えば研修をさせていた

だくとかですね、そういった中で、職員も育成しながらですね、ぜひその品種

というんですかね、その辺も広める努力というのは先ほど申しましたけれども、

販売の中の組合をもとにですね、一緒に含めて推進していければというふうに

考えております。以上でございます。 

２ 番 田  代  非常によいことなんで、ぜひ今の副町長の答弁にもあったようにね、そうい

ったことも含めた中で、職員の能力も上げていただいて対応をお願いしたいと

思います。 

 最後に、これ一番ちょっと気になってることなんですけれども、去年の12月

の定例会、補正予算でふるさと納税の返礼品について、私が質疑させていただ

きました。そのときに、やはり松田町、松田山はミカンだというふうな中で、

返礼品をきっかけに力を入れて農業振興を重点的に推進していただきたいと町

長にお願いしたんですけども、そのときのね、回答がいまいちね、しっくりこ

なかったんですよね。ちょっと、その、ここに議事録あって、要約しますと、

町長の回答されたのは、「松田山からのすばらしい景色はお金になっていない

ので、総合的に考えて振興していく必要がある。景色を生かすのであれば、ク

ラインガルテン的な考えも必要。ミカンだけでなく、松田山全体の資源を生か

し、総合的に考えていきたい」ということで、確かにトップとしてね、全体的

にそういうふうに構想を持って計画を進めていかなければいけないとわかるん

ですけどね、町長が言われるはっきりもう、ふるさと返礼品でミカンが見えて

きたと、確実にこれはお金にして農家を育てて、勝ち点をとっていくという意

気込みがちょっと感じなかったんですよ。そういう中で、きょう、すごい副町

長も含めて理事者の前向きな回答をいただいたんですけどね、これについて、

もう少しお答えをお願いしたいと思います。 

町      長  御質問ありがとうございます。12月に、去年の12月にそういう話をさせても
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らって、実際のところ構想が現実化してないというのは、確かに私もそう思っ

てるところでもあります。非常に、松田山自体をそういう観光農園のような格

好等々に活用していくってなると、ある程度仕組みもつくらなきゃいけないで

すし、地元の方々の御了解もいただきながら進めていかなきゃいけないという

ふうにも、その後ですね、いろいろ研究している途中で思うところもあります。

そんな中、松田町全体のことを考えて、里地里山ということもありまして、寄

地区のほうは早目にそういった方向で話になりましたし、松田山もそういった

格好で考えているところもあります。ここのところ、松田山についてのさまざ

まな話があったりもしますので、総合的にどういう格好で進めていけばいいの

かっていうふうなのを、やっぱり行政側としては仕組みづくりが必要だなとい

うふうに思っております。例えば、松田山環境保全条例みたいなものをつくっ

て、皆さんといろんな議論をして、抑制すべきものは抑制をしていく。推進し

ていくものは推進していく、というような格好をしないと、私の構想だけでは

職員が動けてないっていうふうなところもございますので、そういった議論が

非常に大切だなというふうに思っております。ですので、きょうは観光経済課

の課長もいないんですけども、今後一つの政策としてですね、地域の方々とひ

ざを突き合わせて、皆さんのまず御意見をいただいて、今後の未来に向かった

上で農作物をつくっていく、また耕作地をどういった格好で守っていくのか

等々をですね、お話をしながらやっていく必要性があろうかと思います。これ

から、例えば相続を受けられるにして、町に物納という形になるようなことだ

って考えられますし、それに対して町もどういう体制をするのかというのを、

もう待ったなしの状態でそういった時期に来てるんではなかろうかと思ってま

すので、ぜひともですね、そういった話をさせてもらいたいというふうにも考

えております。 

 また、先ほど副町長からもお話ありましたけども、ふるさと納税の返礼品の

推進についてはですね、今後推進するにしても推進の協議会等々をつくって、

やっぱ松田町の全体のブランド化をしていく必要性があるというようにはもう

非常に感じているとこでございます。ミカンだけ、お茶だけっていう形になる

と、またパッケージングが何かこうまた変わったり、松田町のブランドのマー
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クがあっちもこっちも違うとかっていう話になってくるのはよくないので、今

松田町のブランド認定委員会のほうでブランドマークを策定をするということ

で、遅くとも２月にはお披露目できるように、今後進めていくというふうに報

告ももらっておりますし、そういった格好でいくと、今現在、観光協会のほう

でもいろんな御議論をさせていただいて、観光を通じて今までいろんなものを、

ミカンであったり、お茶であったり、各観光施設であったりっていうのが、ば

らばら点在してたものを、点と点を結んで全てが同じ発信のもとにですね、で

きればということで今少し構想を練って、少しずつ動いているとこでもござい

ます。それを一般的に、今はやりの言葉で言うとＤＭＯという言葉になります。

ですので、行政側は行政側のノウハウの中でやっぱり限度もありますし、やは

り民間企業という格好でＤＭＯの法人化したところでですね、稼ぐ力をしっか

りと持っていただければ、先ほどＪＡさんの話じゃありませんけども、５キロ

で3,000円の返礼品ということは、農協の手数料とか引いても、まあまあいい

収入になってるんではなかろうかなっていうふうに感じますので、そういった

ものを育てていけるような推進体制を、皆さんと今後一緒に議論していくよう

な組織を本当につくってまいりたいというふうに思います。以上です。 

２ 番 田  代  どうもありがとうございます。町長のお考えの中で、やはりこの景色を生か

した中で観光農園、こういったものを進めていきたいと。ミカン狩りも含め、

滞在型のクラインガルテン、これは本当に夢とか構想の面ではすごい理解でき

ます。ただ、現実として観光農園、観光農園と言っていたミカン狩り園、これ

が昭和50年代半ばが７軒です。最高にあったときが７軒です。その後だんだん

減って、当時組合２軒に減ってしまいました。小田急からは、もう２軒では小

田急はもう乗れないよということで、それまでは小田急電鉄がクーポン券を発

行して後援していただいて、その影響もあってそれなりのにぎわいを見せてお

りました。それが平成14～15年になって小田急がおりました。その後もまたや

めた農家が出て、また新規参入あったりしたんですけれども、今２～３軒の農

家が細々としてやっているというのが現状です。 

 一方で、オーナー制は先ほどお話ししたとおり、平成９年から右肩上がりで

上がって、それで15軒までふえたと。２軒減って13軒と。もうオーナー制もも
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うアッパーなのかなと。したがいまして、ミカン農業を中心とした観光農園っ

ていうのは、今がもういっぱいなのかな。このふるさと納税をきっかけにして、

返礼品ですか、それで名前を売れるようになった。そうすると、お客様を呼ば

ないでも、自宅で農家の方が手詰めをして売れる体制、それがやはり私は現実

の問題として、松田山の農地を守る、神山の農地を守る、そういったことを考

えれば、一番実践的で、まさに即戦力的なものだと思います。そういった面で、

ぜひ取り入れていっていただきたいと思います。 

 それと、あとミカンについては昭和47年のミカン価格の暴落を機に、松田山

のミカンの知名度、神奈川ミカンの知名度っていうのは、本当にどん底に突き

落とされました。その後、大津や青島、こういったものに更新したりだとか、

あとはこの地球温暖化ですか、暖かくなってるんで早生ミカンはもう江之浦・

湯河原より、松田山、善波峠の伊勢原のミカンのほうがうまいよというふうな

言葉を、農業改良普及所の普及センターのミカン担当の職員から聞いてます。

失われてた過去の栄光が、今、戻ってきました。これを本当に行政と農協、普

及所が一体となってやって、農家を引っ張っていけば、本当にすばらしいもの

になると思います。先ほどお話ししたオーナー制の組合員の方が京都から注文

あったと、その方はことし来てくれたそうです。そこの、松田山の農園に。ど

うしてですか。すぐ近くの紀伊半島には、有田ミカンがあるじゃないですか。

いや、富士山が見えて、この写真にあるように富士山と大島がある。この景色

をぜひ見たいから来たというふうなことですので、町長の構想にもありますよ

うにね、そういった観光農園はある程度維持する、そのためのやっぱり礎には、

やはり今つくっている現場の農家の方の所得を、話にすれば倍ぐらいにはなる

わけですから、それを行っていただきたいということで、たくさんいいお答え

をいただいてますので、これ以上回答は求めません。ぜひ29年度、積極的に推

進をしていただきたいことを要望いたしまして終わります。ありがとうござい

ました。 

議      長  以上で、受付番号第２号、田代実君の一般質問を終わります。 


